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論文内 容の要 l::. E司
妊娠家兎卵巣が Progesterone と.J4-Pregn-20αーol-3-one (以下 20α-P. と略)とを分泌する事実に
ついてはすでに知見がある。組織化学的方法では Progetin 産生に関係の深い 3ß-ol-dehydrogenase
の活性は妊娠極期家兎卵巣の間質腺で高く黄体では低い乙とが知られている。本研究では第ーに間質
腺と黄体とに於ける 3ß-ol-dehydrogenase の活性を生化学方法で検索し，第二に Progesterone と
20α-P. とが妊娠家兎卵巣のいずれの構成々分から分泌されるのかについて検索を IN VITRO 及び
lN VIVO の条件下で追求した。
〔方法ならびに成績〕
1) 間質腺と黄体との 3ß-ol-dehydrogenase の活性を生化学的方法で検索した。 まず妊娠家兎(妊
娠第20 日)を空気栓塞で殺し，ただちに卵巣を取り出し，黄体と間質腺とを分離した。ついで各々
を homogenate となし， 1 つの Incubationflask に wet tissue 35mg 相当の homogenate を入れ
た。さらに 200μg の Pregnenolone と 3mg の DPN を各々加え， O.lM Phosphate Buffer PH7.4 
で final を 3.15cc とした。黄体と間質腺とについて， 4 つづっの検体を以上のごとくにして用意
し， 37 0C の恒温槽中で 30分間 Incubation した。 ついで medium 中の Progestin をエーテノレ抽
出，分配後に減圧乾回し 3cc のエタノーノレに溶かして紫外部 240mμ の吸収で測定し，最後に allen
の補正式を適用した。その結果は，間質腺では 235.3 土 28.3μgjl00mgjhour で，黄体では 116.3士
3.9μgjl00mgjhour となった。すなわち， 間質腺のの 3ß-ol-dehydrogenase 活性は黄体のそれの
ほぼ 2 倍となり，組織学的な方法による成績とよく一致した。
2) 次いで間質腺と黄体の Progestin 産生態度を IN VITRO で検索した。この場合は，それぞれの
組織由来の Progesterone と 20α-P. の産生を検索するのが目的であるので， Substrate と助酵素
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は使用しなかった。妊娠第20 日前後の家兎を空気栓塞で殺し，ただちに開腹し，卵巣を取り出す。
黄体と間質腺を分離し，両者を Slice とする。 これを O.lM の Krebs-Ringer Phosphate Bicarｭ
bonate Buffer PH 7.4の medium に入れて final を 5cc とし， 37 0C の恒温槽中で 2 時間 Incu­
bation を行なった。次いで全内容を homogenate とし， 脱蛋白， エーテノレ抽出，及び分配を行な
った。そののち，部分的にエステノレ化された amberlite IRC-50 を吸着剤とし， EtoH: H20=3: 2 
の溶液を固定相及び移動相とする関，松本，虎頭の Column Chromatography で， Progesterone 
と 20α-P. とを分画し，紫外部 240mμ の吸収で定量を行なった。 6 例にわたって行なわれた本実
験の結果は，次の通りであった。すなわち間質腺では， 20α-P. は1.98 士 0 .42μgj100mg で Proges­
terone は 2.1 9 土 0.52 であった。一方黄体では， 20α-P. は1.37土0.40 で Progesterone は1.76 士
0.51 となった。従ってこの 2 つの Steroid hormone 産生についての組織特異性が，乙の実験では
明らかとならなかった。そこでさらにこの問題を IN VIVO で追求した。
3J まず妊娠第20 日前後の家兎をネムターノレ麻酔下に開腹し， 1 側の卵巣静脈中にカテーテノレをそう
入する。 30分ないし 1 時間程で約 50--80cc の卵巣静脈血を得て，これを対称とする。ついで同側
卵巣の全黄体を外科的に摘出し，クリップで機械的に止血する。そののち前述のカテーテノレから流
出する静脈血をやはり 50--80cc 採取した。なおこの際に他側の卵巣にはなんらの処置も行なわなか
った。採取した卵巣静脈血を脱イオン水で溶血し， エーテノレ抽出，分配後に既述の column chroｭ
matography で Progesterone と 20α-P. を分画し，紫外部 240mμ で定量を行なった。
黄体摘出前の卵巣静脈血 50ml に 20α-P. は 29.4士 8.09μg で Progesterone は， 12.3 士1.28μg が
含有されていた。黄体摘出術後の静脈血 50ml に20刀-P. は 22.0士 6.06μg 含有され，これはcontrol
の約75%であった。一方 Progesterone は，全く消失した。なお Progesterone と J4_Pregn-20α­
ol-3-one との同定は次のごとくにして行なった。 Column の吸着剤は全て amberlite IRC-50 で
ある。
(Progesterone J 
各試料に Cl4_Progesterone (3μgjO.2μc) を加え， 以下の Chromatography により， Specific 
rodioactivity が Constant であることを証明した。
1. Column chromatography EtoH: H20=3 : 2 
2. Column chromatography EtoH: Benzene : Cyc10hexane : H20=50 : 300 : 350 : 2.3 
3. acetylation 
4. Column chromatography EtoH : Benzene : Cyc10hexane : H20ニ 25 : 50 : 255 : 1 
(J4_Pregn-20α-ol-3-oneJ 
まず standard のCl4_Progesterone を家兎卵巣と共に Incubation を行ない Cl4_J4_Pregn-20α­
ol-3-one を作った。Cl4_J4_Pregn-20αーol-3-one に Standard の J4_Pregn-20αーol-3-one を加え異
なる溶媛で 3 回 Crystallization を行ない， Constant specific activity を確認した。乙の Cl4_J4_
Pregn-20αーol-3-one を使用して以下の Chromatography を行なった。
1. Column chromatogrophy EtoH : Benzene : Cyc10hexane : H20 = 25: 50 : 255 : 1 
2. Column chromatography EtoH: Benzene : Cyc10hexane : H20=50 : 300: 350 : 2.3 
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3. acetylation 
4. Column chromatography EtoH: Benzene : Cyc10hexane : H20=25 : 50: 255 : 1 
以上 3 回の Column chromatography で Specific activity が一定であった。
〔総括〕
妊娠極期家兎卵巣静脈血中には j4-Pregh-20α-ol-3-one と Progesterone とが検出される。 この
うち Progesterone は主として黄体から分泌される。なお間質腺では 3ß-ol-dehydrogenase !とより，
Progestorone が生合成されるが，これは更に還元されて j4-Pregn-20α-ol-3-one (Progesterone に
比較すると生物学的活性がはるかに低い Steroid hormone) となり卵巣静脈血中に分泌されるものと
推定される。
論文の審査結果の要旨
妊娠極期家兎卵巣静脈血中には j4_Pregn-20α-ol-3-one と Progesterone とが検出される。 乙の
うち Progesterone は主として黄体から分泌される。なお間質腺では 3ß-ol-dehydrogenase により，
Progestorone が生合成されるが，これは更に還元されて j4_Pregn-20a-ol-3-one (Progesterone に
比較すると生物学的活性がはるかに低い Steroid hormone) となり卵巣静脈血中に分泌されるものと
推定される。
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